
ディボーション質問表 28 日（日）先週一週間のディボーションをふり返ってみましょう。  １．心に残った箇所、教えられた箇所に何か共通点はありましたか？ ２．その中で一番心に残っていることは何でしょうか？  ３．教えられた事をどのように先週の歩みの中に生かせたでしょうか？ その事を誰かに分かち合ってみませんか。  29 日（月）マルコの福音書 11：1～33 １．教会は神の神殿です。 私たちは教会をどのように扱うべきでしょうか？ 人々が教会をひどく扱うとき、彼らに何が起こりますか（12～17 節）？   ２．信仰についてイエス様は私たちに何を教えようとしておられるのかを発見しましょう（18～22 節）。 そして、それを思い巡らし適用しましょう。  30 日（火）マルコの福音書 14：１～31 １．この女性のしたことは、福音が宣べ伝えられる所ならどこででも語られるとイエス様が言われたのはなぜでしょう。 彼女のしたどのような良い行いがイエス様を喜ばせましたか（３～９節）？  ２．ユダとペテロは、両方ともイエス様が十字架につけられるという現実に直面しました。 彼らが迫害に直面した時、ペテロとユダはどうしたでしょうか？   31 日（水）ルカの福音書 22：39～71 １．イエス様はその悲しみを共に悲しみ、その苦しみを共に苦しむ、祈りの友となることを求めておられます。 ここから祈りの原則を見出しましょう（39～46 節）。  ２．自分に不利な状況におけるイエス様の態度とペテロの態度から何を学びますか。 人々から拒絶されても真実を曲げず勝利したイエス様が共にいることを覚えましょう。  1 日（木）ルカの福音書 23：１～25 イエス様の苦しみのストーリーを読みましょう。 このストーリーを黙想した後で、次の質問に答えてください。 １．なぜ、イエス様は非常に厳しい苦しみの中を、自ら進んでいかれたのでしょうか？  2 日（金）ヨハネの福音書 １9：17～37 １．十字架につけられるまで、イエス様がどのような苦しみを経験したかを見出してください。 イエス様の苦しみを思い巡らし、イエス様が私たちのためにしてくださったことのゆえに、神に感謝と賛美を捧げましょう。  3 日（土）ルカの福音書 23：26～56 １．イエス様が本当に死なれたことを確認してください。 もし死ななかったなら、イエス様のあがないも本物ではなくなるので、私たちは罪から救われません。 イエス様が私たちのために本当に死んでくださったので、イエス様のあがないは本物なのです。 


